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海
老
津
停
車
場（
駅
）は
明
治
43（
１

９
１
０
）年
２
月
６
日
に
開
業
し
、
令

和
２
年
２
月
に
は
110
周
年
を
迎
え
る
。

今
回
は
、
海
老
津
駅
の
変
遷
を
見
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

【
初
期
の
取
扱
貨
物
】

　

大
正
時
代
の
海
老
津
駅
で
の
取
扱
貨

物
は
、
海
老
津
炭
鉱
に
関
す
る
も
の
が

主
で
あ
っ
た
。「
海
老
津
駅
要
覧
」に
よ

る
と
、
大
正
15（
１
９
２
６
）年
の
到
着

貨
物
は
、
炭
鉱
に
関
す
る
も
の
や
農
村

向
け
の
肥
料
、石
油
類
、塩
な
ど
が
あ
っ

た
。
発
送
貨
物
で
は
、
炭
鉱
に
関
す
る

も
の
や
米
、
繭
、
木
材
、
石
炭
、
清
酒
、

果
物
類
な
ど
が
岡
垣
村
内
一
円
か
ら
荷

馬
車
で
集
荷
さ
れ
、
発
送
さ
れ
て
い
た
。

【
主
な
出
来
事
】

●
大
正
５（
１
９
１
６
）年
11
月

　
天
皇
陛
下
の
御お

め
し召
列
車
の
海
老
津
駅
通

過
に
伴
い
、
村
民
は
駅
に
日
の
丸
の
小
旗

を
持
っ
て
出
向
い
た
。
ま
た
、
大
正
時
代

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
か
け
て
、

出
征
軍
人
の
見
送
り
が
駅
で
行
わ
れ
た
。

●
昭
和
31（
１
９
５
６
）年

　

跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
が
新
設
さ
れ
、
線
路
を
横
切

る
と
い
う
危
険
が
解
消
さ
れ
た
。

●
昭
和
34（
１
９
５
９
）年

　

上
り
線
専
用
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
開

始
し
た
。
こ
れ
は
電
化
に
あ
た
っ
て
、
明

治
時
代
に
造
ら
れ
た
城
山
ト
ン
ネ
ル
に
、

２
本
の
架
空
線
を
設
置
で
き
な
い
と
い

う
問
題
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
工
事

は
２
年
後
の
昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に

完
成
し
、
こ
れ
に
よ
り
同
年
６
月
に
門

司
港
・
久
留
米
間
が
電
化
開
通
し
た
。

●
昭
和
36（
１
９
６
１
）年

　

岡
垣
内
の
全
て
の
炭
鉱
が
閉
山
と
な

り
、
海
老
津
駅
構
内
に
お
け
る
石
炭
の

積
込
業
務
の
取
り
扱
い
が
終
了
し
た
。

●
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
10
月

　

町
制
施
行
に
よ
り
岡
垣
町
が
誕
生
し

た
。
こ
の
頃
か
ら
、
岡
垣
町
は
北
九
州
市

と
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展

し
、
海
老
津
駅
の
利
用
者
が
増
加
し
た
。

●
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
３
月

　
初
め
て
快
速
電
車
が
停
車
し
た
。

●
昭
和
58（
１
９
８
３
）年

　
駅
前
広
場
の
整
備
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

●
昭
和
61（
１
９
８
６
）年

　

駅
舎
の
改
築
に
よ
り
仮
駅
舎
で
の
駅

業
務
が
開
始
さ
れ
た
。

●
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
４
月

　

国
鉄
は
民
営
化
さ
れ
、
九
州
旅
客
鉄

道
株
式
会
社（
Ｊ
Ｒ
九
州
）が
発
足
し
た
。

●
昭
和
63（
１
９
８
８
）年
12
月

　

新
駅
舎
が
オ
ー
プ
ン
し
、
駅
前
広
場

と
駅
前
道
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。

●
平
成
10（
１
９
９
８
）年
１
月

　

海
老
津
駅
開
業
88
周
年
を
祝
っ
て
鏡

開
き
が
行
わ
れ
た
。

●
平
成
22（
２
０
１
０
）年
２
月

　

海
老
津
駅
開
業
100
周
年
を
記
念
し
、

記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

●
平
成
28（
２
０
１
６
）年
12
月

　

海
老
津
駅
自
由
通
路
が
開
通
し
た
ほ

か
、
駅
南
側
広
場
が
整
備
さ
れ
た
。
自

由
通
路
の
開
通
に
伴
い
、
金
毘
羅
踏
切

が
廃
止
さ
れ
た
。

　

開
業
当
日
の
海
老
津
駅
の
乗
車
人
員

は
数
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
30（
２
０

１
８
）年
度
の
乗
車
人
員
は
一
日
平
均

３
８
１
５
人
に
達
し
て
い
る
。
海
老
津

駅
は
岡
垣
町
の
玄
関
口
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
発
展
を
続
け
、
町
民
か
ら
ま
す

ま
す
愛
さ
れ
る
駅
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

鉄
道
建
設
と
海
老
津
駅
③

　
　
　
　
―
海
老
津
駅
の
変
遷
―岡

垣
歴
史
文
化
研
究
会　
石
田　
健
次▲跨線橋があった頃の海老津駅構内

▲海老津駅仮駅舎
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